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（3）「味のデザイン」をテーマとしたワークショップ [図10]
・実施時間：2005.8.9～8.12
・場所：名古屋芸術大学
・対象者：本学、名古屋市立大学、名古屋芸術大学、名古屋造
形芸術大学、愛知県立芸術大学、愛知産業大学
8チーム（34人）
・テーマ：N4A2（なし）
・趣旨：六大学間の交流を深め、次世代を担う学生たちのデザイ
ン力の向上、ネットワークの形成、発展を目的とした。
・概要：初日、チーム毎にコンセプトを作ってから創作料理のレシ
ピを考案し、材料を調達し、料理してパーティを開催。一
緒に料理をすることによって、短い期間でも参加者は親し
くなった。翌日から、この体験から、デザインを展開した。
（4）「性別」をテーマとしたワークショップ [図11]
・実施時間：2006.2.4～2.10
・場所：名古屋国際センター
・対象者：国内、海外若手デザイナーとデザイン学生
5チーム（35人）
・テーマ：50：50 ―デザインとジェンダー
・趣旨：都市と女性のライフスタイルの関係を考察、提案。
・概要：経験デザイン（Experiential Design Method）の方法に基
づき、参加者は付け爪を試着したり、変装体験、妊婦擬
似体験等々をしたり、行動の不便を感じ、アイディアを触
発した。男女平等社会のために、デザインを名古屋市に
提案した。
（5）「モノの気持ち」をテーマとしたワークショップ [図12]
・実施時間：2006.8.7～8.9
・場所：名古屋工業大学
・対象者：本学、名古屋工業大学、名古屋市立大学、名古屋芸
術大学、名古屋造形芸術大学、愛知県立芸術大学、
愛知産業大学など
9チーム（62人）
・テーマ：N5A2（なし）
・趣旨：6大学のID学生、交流の場を提供。
・概要:「モノには気持がある」という設定で、初対面のチームメイト
は一緒にシナリオを考えて、各自にモノの役を決めてもら
い、演劇をする。この経験に基づくデザインのアイディア
を展開した。
